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研究要旨  

本研究では、リハビリテーション関連職等が支援機器の適切な選定・導入運用時に用いるガ

イドラインの開発において用いられる国際分類（ICFおよび ISO9999）の最新の動向および、

その他の国際動向を把握することを目的とする。 

現在、WHOはこれまでの改訂をまとめ、ICF2023として発行を計画している。さらに ICFの

利用を促進するべく、分類の検索のための関連語句の追加とともに、ICFの症例シナリオの収

集や、ICD-11 V章に採用された WHODASの子供版の開発など、現在の取り組みの方向性につい

て情報収集を行うことができた。 

 支援機器の分類と用語 ISO9999の改訂状況について情報収集を行った。2022年 5月に最新

版が発行された。今回の改訂では、教育・訓練用具の大分類が削除されている他、情報・コミ

ュニケーション機器についても大きな改変がなされている。また、支援機器の定義も改訂され

た。 

 以上の ICF及び ISO9999の最新動向については、支援機器選定・導入ガイドのコラムにまと

めて記載することとした。 

 

Ａ．研究目的 

支援機器の選定・導入運用では、リハビリテーシ

ョン関連職等（以下、リハ専門職）が使用できる標

準的なガイドライン等はなく、個人の知識や技術レ

ベルに委ねられているのが現状である。支援機器の

選定には、使用環境や障害の状況およびその変化へ

の対応が必要となることから、多様な要件が必要と

なる。近年、種々の支援機器が開発・普及しており、

統一的な概念に基づいた支援機器の情報と、それら

を活用して適切な選定・導入運用を行うための標準

的なガイドラインの作成が急務である。 

井上らは支援機器の選択・導入運用に着目し、そ

れらを適切に行うためのガイドラインの作成に向け、

国際的な共通言語である ICF（国際生活機能分類）

と ISO9999（福祉用具の分類と用語の国際規格）を

用いて、支援機器のデータと利用者の特徴、利用場

面を結びつける支援機器 ICF対応表を作成するとと

もに、関連する情報を収集してきた（厚生労働行政

推進調査事業費 19GC2002 R1～R2）。R3 年度か

らは、R2 年度までに作成した支援機器 ICF 対応表

を活用し、リハ専門職が、適切な支援機器の選定・

導入運用を実施するために役立つガイドラインの開

発を目指している。 

それにあたり、国際的な分類に基づいた整理を行

っていくことは一貫性、汎用性を保つ観点から重要

である。そのため、本分担研究では継続的に更新さ

れている機器や機能の分類と国際生活機能分類

（ICF）およびISO9999の動向の把握を目的とした。 
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Ｂ．研究方法 

1.ICFの動向把握 

ICF については、WHO 国際統計分類ネットワー

クの年次会議およびオンラインでのICF改訂諮問委

員会の会議に出席し、最新の動向について情報収集

を行った。 

2.ISO9999の動向把握 

ISO9999 は国際標準化機構（ISO）の福祉用具専

門委員会（TC173）の第 2 分科委員会（SC2）にお

いて改訂の議論が進められている。研究代表者およ

び研究協力者が、関連する会議等に出席し、動向の

把握を行った。 

 

Ｃ．研究結果 

1.ICFの動向把握 

WHO国際統計分類ネットワークの会議に出席し、

最新の動向について情報収集を行った。現在、WHO

はこれまでの改訂をまとめ、ICF2023（仮称）とし

て発行を計画している。現在 WHO 国際統計分類ネ

ットワークおよび WHO における作業は以下のよう

なものである。 

(1) ICF2023（仮称）の公表 

ICF は、2001 年の公表以降、毎年アップデートが

実施され、多数の変更がなされてきた。2023 年中に

これまでのアップデート内容をまとめ、ICF2023（仮

称）として公表の予定となっている。 

(2) 新しいプラットフォームへの融合 

 ICF は ICD,ICHI とともに、新しい国際分類プラ

ットフォーム上に載せられることになっている。新

しいプラットフォーム上では、ICD と同様、ICF は

Linearization（コードの付いた分類項目）と

Foundation（コードがついていない分類項目）の二

つからなる分類構造となることが想定されている（資

料 1）。Foundation の項目（"Under the shoreline"

項目とも呼ぶ）は、その統計における重要性によっ

て必要に応じてコードを付与されることになってい

る。新しい分類プラットフォーム上では、分類のア

ップデートや翻訳も同じ仕組みの中で実施できるよ

うになっている。この統合は、2023 年中に実施され

る予定である。 

(3) 同義語集の作成 

新しい ICF の枠組みの中では、検索性を増すため

に同義語を多数登録できる構造となっている。この

同義語の収集プロセスについては、WHO 国際統計

分類ネットワークの FDRG（Functioning and 

Disability Reference Group）において、現在手法

の検討が進められている。 

(4) 症例シナリオの収集 

ICF のダイジェスト版とも言える、ICD-11 の V

章（生活機能評価に関する補助セクション）の WHO

アカデミーでの教育用カリキュラム作成のため、教

育用の症例シナリオの作成が進められている。 

2.ISO9999の動向把握 

支援機器の分類と用語 ISO9999 の改訂状況につ

いて情報収集を行った。2022 年 5 月に最新版が発行

された。今回の改訂では、教育・訓練用具の大分類

が削除されている他、情報・コミュニケーション機

器についても大きな改変がなされている。また、支

援機器の定義も改訂された。これまでの定義と実質

的には変わっていないが、WHO の

Rehabilitation2030の文献で示されたリハビリテー

ションの定義の記述に準じた改定が行われた。新し

い支援機器の定義を以下に示す 1)。 

 assistive product 

  product that optimizes a person’s functioning 

and reduces disability 

Note 1 to entry: See Annex B. 

Note 2 to entry: Assistive products include 

devices, instruments, equipment, and software. 

Note 3 to entry: Assistive products can be 

especially produced or generally available 

items. 

 

2023 年 3 月 25 日に事前検討作業（予備業務項目）

の開始が認められ、現在、次期改訂に向けた議論が

開始された。 

 

Ｄ．考察 

1.ICFの動向把握 
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 WHO および WHO 国際統計分類ネットワークで

は、これまでの成果を踏まえ、アップデートと新し

いプラットフォームへの対応を進めている。特に新

しい国際分類プラットフォームへの融合は、ICD や

ICHI との連携を強化し、分類システム全体の一貫

性を高めることにつながると考えられる。また、同

義語の収集により検索性を高めたり、症例シナリオ

を作成するなど、臨床での活用を促進するための取

り組みにも積極的に取り組んでおり、今後一層の利

便性向上に貢献することが期待される。 

また、ICF の最新動向については、支援機器選定・

導入ガイドのコラムにまとめて記載することとした。 

2.ISO9999の動向把握 

 2022 年 5 月に発行された ISO9999 は、大分類の

構成や支援機器の定義など、大きな改訂がなされて

いる。この動向は、世界的に影響を及ぼすものと考

えられる。特に支援機器の定義の改訂は、障害の分

野に少なからず影響を及ぼすであろう。また、次期

改訂の議論も始まっており、今後の議論についても

動向の把握が必要である。 

 また、ISO9999 の最新動向については、支援機器

選定・導入ガイドのコラムにまとめて記載すること

とした。 

 

Ｅ．結論 

本研究では、リハビリテーション関連職等が支援

機器の適切な選定・導入運用時に用いるガイドライ

ンの開発において用いられる国際分類（ICF および

ISO9999）の最新の動向について、状況を報告した。

いずれも、支援機器の適切な利用に向けて重要な情

報であり、ガイドラインへコラムとして記載した。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

１．特許取得 

 なし 
 
２．実用新案登録 
 なし 
 

３．その他 

 なし 
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資料 1 Linearization と Foundation 

= =

Linearization と Foundation

Foundation
(コード なし項⽬)

Linearization
(コード 付き項⽬)

同義語
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